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連日、猛暑日が続いています。外には長時間いない、早めに水分補給をする、
十分な食事、睡眠をとる等、熱中症や夏バテの予防を心掛け、体調管理に気を
付けましょう。

Post-CC OSCE評価者講習会に参加しました。
6月30日に国際医療福祉大学成田キャンパスで開催されたPost-CC OSCE評価者

講習会に参加してきました。お伝えしています通り、Post-CC OSCEは2017年度から
トライアルが開始されており、来年度は全国トライアルが、2020年度からは正式に実
施される予定です。卒業前に医師としての基本的診療能力を評価することが目的とさ
れ、学生が講義や臨床実習などで知識や技能を修得することはもちろん、教員側にも、
妥当で、公平で、信頼できる評価が求められています。講習会では、何をどのように評
価すべきか、説明やディスカッションが行われました。ほかにも、既にトライアルを行っ
ている大学の先生のお話を伺うこともでき、評価の難しさはもちろん、その準備や運営
の大変さもわかりました。山口大学でも実施に向けた準備を鋭意進めておりますので、
学生・教員の皆様も今後の動向を注視いただきますようお願いします。

7月24日（火）に1年生を対象としたフレッシュマンセミナーを開催しました。12班に分
かれ、チュートリアル室にて班別討議を行い、課題に取り組みました。まず、様々な角
度から出し合った意見や考えを1つ1つカードに書き、それらを関連項目ごとに分類し、
分類された項目間での関係性を考えていくというKJ法に従って取り組みました。カード
を貼った模造紙を元に、プレゼンテーションを行いました。各班とも概ね時間内に発表
をまとめ、分かりやすく発表できたのではないかと思います。さらに、山口大学名誉教
授 江里健輔先生に「こんな医師になろう～何故、医師になるの？～」と題して特別講
演を行って頂きました。これから医師になる上での心構えや医師としての在り方につ
いてお話を頂きました。江里先生の長年の豊富なご経験に

基づいたお話は説得力があり、皆、真剣に傾聴していました。

講演後、学生から多くの質問もあり、大変盛り上がりました。

4月から始まった医学入門もこのフレッシュマンセミナーを

もって無事に終了致しました。ご協力頂きました皆様、有難う

ございました。来年度もどうぞ宜しくお願い致します。

1年生を対象としたフレッシュマンセミナーを行いました。
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1年生を対象とした高齢者施設体験実習を行いました。

1年生を対象とした高齢者施設体験実習を行いました。この実習は、まだ入学して間
もない1年生という時期に、介護・福祉の現場を体験することを通じて、社会における

保健・医療・福祉の役割を理解し、医師になる自覚を養うことを目的としています。実

習に先立ち、オリエンテーションを行い、我が国の高齢者を取り巻く医療・社会の変化

や社会福祉制度、介護保険制度について学び、実習に臨みました。当日は、2~4名の

グループに分かれ、山口大学吉田キャンパスよりタクシーに分乗して、各高齢者施設

に向かいました。施設によって体験できる項目が異なりますが、実習担当の方のご指

導の下、会話を通じたコミュニケーション、食事介助、入浴介助、おむつ交換を体験し

ました。また、施設によっては、学生が事前にパネル等を準備し、レクリエーションを行

いました。実習後、学生は今回の実習で体験できたことを高齢者施設体験実習チェッ

クリスト（会話の内容・状況、食事介助、入浴介助、排泄、移動、レクリエーション等に

関する項目）でチェックし、高齢者施設を見学して気付い

たこと、考えたことをレポートにまとめました。初めて体験

することが多く、大変貴重な体験になったのではないかと

思います。今回の体験実習を通じて、医師になる自覚を

持ち、これからの学生生活に臨んでほしいと思います。

学生や研修医向けのサージカルサマーセミナー2018が開催されました。
6月30日に霜仁会館で外科に興味のある医学部4・5・6年生および研修医を対象に

第一外科の主催で「サージカルサマーセミナー2018」が開催されました。参加者は合

計33名でした。セミナーは、4・5年生対象のベーシックコースと6年生・研修医対象のア

ドバンスコースから構成され、ベーシックコースでは、縫合実習・電気メス＋超音波凝

固切開装置実習・自動縫合器実習・鏡視下トレーニング実習の4つ全てを行いました。

また、アドバンスコースでは、心血管コース・呼吸器消化器コースに分かれ、心血管

コースでは、ブタの心臓を用いた大動脈弁置換術と人工血管吻合を行い、呼吸器消

化器コースでは、ブタの気管吻合

と腸管吻合を行いました。参加者

の皆さんは、真剣に集中して実習

に取り組んでいました。この体験

を臨床実習や臨床研修にも活か

して欲しいと思います。


